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企パ

本
健
校
筆

『
欧
陽
修
詩
文
集
校
時
莞
」

東

革

ん

喜

一

昨

九
州
大
挙

二
O
O九
年
八
月
、
洪
本
健
校
筆
「
欧
陽
修
詩
文
集
校
筆
』
上
・

中
・
下
(
以
下
、
本
書
と
記
述
)
が
上
海
古
籍
出
版
一
吐
よ
り
中
国
古
典

丈
阻
字
叢
書
の
一
環
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
は
、
北
宋
の
欧
陽
修

(
一
O
O
七
l
一
O
七
二
)
の
全
集
『
欧
陽
丈
忠
公
集
」
百
五
十
三
巻

の
う
ち
、
『
居
士
集
』
五
十
巻
、
「
居
士
外
集
』
二
十
五
巻
部
分
に
牧

録
さ
れ
る
千
三
百
十
徐
篇
の
作
品
に
つ
い
て
、
字
句
の
校
勘
を
行
い
、

編
年
を
検
討
し
、
筆
注
を
つ
け
て
、
集
許
を
附
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
本
書
の
特
色
と
し
て
は
、
校
勘
に
際
し
て
天
理
大
皐
附
属

天
理
国
書
館
所
裁
の
『
欧
陽
丈
忠
公
集
』
を
使
用
し
た
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。
「
欧
陽
修
詩
文
集
校
筆
」
前
言
で
、
洪
本
健
氏
は
次
の
よ

う
に
記
遮
す
る
。

考
慮
到
四
部
叢
刊
本
輿
最
早
的
周
必
大
刻
本
属
於
一
個
系
統
、

且
矯
歴
来
誼
者
贋
詑
使
用
奥
認
可
、
故
本
主
目
以
之
矯
底
本
、
而

以
日
本
天
理
大
準
附
属
天
理
園
書
館
所
珍
裁
的
南
宋
本
欧
集
矯

主
要
参
校
本
、
並
遁
首
参
考
其
他
版
本
、
進
行
校
勘
。

本
書
で
は
底
本
と
し
て
四
部
叢
刊
本
を
用
い
た
が
、
こ
れ
は
賢
明

な
選
揮
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
四
部
叢
刊
本
は
周
必
大
刻
本
の
系

統
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
虞
く
使
用
さ
れ
認
め
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ

142 

る
。
確
か
に
、
従
前
の
研
究
に
お
い
て
も
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
四
部

叢
刊
本
を
用
い
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
た
だ
、
四
部
叢
刊
本
は
明
代

①
 

の
影
印
本
で
、
周
必
大
本
が
刊
行
さ
れ
た
南
宋
よ
り
時
代
が
隔
た
つ

テ
キ
ス
ト
の
信
頼
性
と
い
う
面
で
些
一
か
不
安
が
残
る
。
そ

て
お
り
、

の
た
め
洪
本
健
氏
は
、
校
勘
に
あ
た
っ
て
天
理
園
書
館
所
戒
の
南
宋

本
「
欧
陽
丈
忠
公
集
』
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
欧

陽
修
の
全
集
に
は
な
い
大
き
な
特
色
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

天
理
園
書
館
所
載
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
に
は
金
津
丈
庫
の
印
が
あ

り
、
も
と
金
津
丈
庫
の
所
裁
で
、
そ
の
後
、
古
義
堂
伊
藤
家
の
手
を



経
て
天
理
国
書
館
に
牧
古
概
さ
れ
た
。
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十

巷
附
録
五
巻
の
う
ち
、
巻
三
十
五
か
ら
巷
四
十
第
一
葉
、
巻
七
十

第
十
八
葉
か
ら
巻
八
十
五
、
巻
九
十
三
第
一
企
業
か
ら
第
五
葉
、
在
九

十
四
第
二
十
六
葉
か
ら
第
二
十
九
葉
、
巻
百
四
十
第
一
葉
か
ら
第
十

六
葉
、
及
び
附
録
巻
五
第
三
十
七
葉
の
合
計
二
十
三
巻
部
分
に
は
後

人
の
補
寓
が
あ
る
が
、
南
宋
刊
本
が
ほ
ぼ
原
形
を
留
め
て
停
わ
っ
て

い
る
の
で
、
我
が
固
で
は
昭
和
二
十
七
年
(
一
九
五
二
)
に
園
賓
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
欧
陽
修
の
全
集
は
、
南
宋
の
周
必
大
(

__L 

ノ、

二
一
O
四
)
が
「
欧
陽
文
忠
公
集
後
序
」

で
述
べ
る
よ
う
に
、
紹
配
…

年

一
九
二
か
ら
慶
元
二
年
(

一
九
六
)
の
六
年
間
で
編
纂

さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
文
化
醸
監
修
『
園
賓
」
(
毎
日
出
版
祉
、

八
五
年
)
で
は
天
理
圃
書
館
所
載
「
欧
陽
文
忠
公
集
』
を
周
必
大
の

原
刻
本
と
見
な
し
慶
元
二
年
の
出
版
と
す
る
。

一方、

「
善
本
寓
己
且
(

集
十
九

宋
版
』
(
天
理
問
書
館
、

一
九
六
二
年
)
に
お
い
て
は
、
「
刻

工
に
勘
案
し
て
慶
元
・
嘉
泰
の
交
の
刊
刻
か
」
と
記
載
す
る
。
周
必

大
の
原
刻
本
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
せ
ず
、
慶
元
年
間
(

九
五

ー
一
二
0
0
)
か
ら
嘉
泰
年
間
三
二
O
一
}
¥
二
O
四
)
に
か
け
て

書

評

の
頃
に
刊
行
さ
れ
た
と
見
な
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で

天
理
本
の
刊
行
時
期
に
つ
い
て
は
些
か
暖
昧
な
貼
が
あ
っ
た
。

周
必
大
ら
の
編
纂
し
た

『
欧
陽
丈
忠
公
集
」
は
、
開
鵡
年
間
(

二
O
王
l
一二
O
七
)
頃
に
息
子
の
周
倫
に
よ
っ
て
修
訂
さ
れ
て
い
る
。

周
倫
は
、
欧
陽
家
に
惇
わ
る
「
公
家
定
本
」
を
入
手
し
、
原
刻
本
を

修
訂
し
て
刊
行
し
た
の
で
あ
っ
た
。
欧
陽
家
側
の
資
料
が
加
わ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
周
倫
ら
の
修
訂
は
よ
り
精
度
を
増
し
た
も
の
と
思
わ②
 

れ
る
。
こ
の
周
倫
の
修
訂
本
の
系
統
に
属
す
る
の
が
大
理
本
で
あ
り
、

従
っ
て
本
書
が
天
理
本
を
校
勘
に
使
用
し
た
こ
と
は
、
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テ
キ
ス
ト
と

し
て
の
慣
値
を
一
層
高
め
た
と
言
え
る
。

た
と
え
ば
、

「
居
士
外
集
」
巻
六
「
酬
滑
州
公
儀
龍
園
見
寄
」
詩

九

に
つ
い
て
、
天
理
本
で
は

『
居
士
外
集
」
巻
六
に
こ
の
作
品
が
牧
録

さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
巻
末
の
校
勘
(
校
語
)
に
再
び
こ
の
詩
が
附

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
本
書
の
校
記
で
は
、
次
の
よ
う

に
記
載
す
る
。

天
理
本
巻
後
又
附
此
詩
、
石
本
「
秋
風
」
作
「
狂
風
」
。
詩
後

五
一
「
至
和
元
年
仲
冬
七
日
記
。
」
下
注
一
「
此
方
石
本
見
存
。
」
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天
理
本
の
巻
末
校
勘
に
収
録
さ
れ
た
作
品
は
、
本
文
の
「
十
年
間

落
任
秋
風
」
の
「
秋
風
」
が
「
狂
風
」
と
な
る
違
い
が
あ
る
け
れ
ど

も
、
他
の
丈
字
は
全
く
同
じ
で
、

そ
の
最
後
に
「
至
和
元
年
仲
冬
七

日
記
」
と
い
う
欧
陽
修
の
書
き
入
れ
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
に
「
此
方

石
本
見
存
」
と
い
う
割
注
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
作
品
は
周
必
大

ら
が
全
集
を
編
纂
す
る
に
首
た
っ
て
牧
集
し
た
諸
本
の
一
つ
、
石
本

に
牧
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
作
成
年
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
本
書
で
は
、
校
記
で
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
護
注

に
「
原
未
繋
年
、
置
至
和
二
年
詩
後
、
課
、
首
如
天
理
本
巻
後
附
石

本
所
云
、
第
至
和
元
年
(
一

O
五
四
)
作
」
と
記
述
し
、
天
理
本
に

よ
っ
て
作
成
年
を
確
定
し
て
い
る
。

他
に
も
た
と
え
ば
『
居
士
集
』
巻
十
二
の
「
迭
謝
中
舎
二
首
」
に

つ
い
て
、
本
書
で
底
本
と
し
た
四
部
叢
刊
本
や
他
の
諸
本
に
は
巻
末

に
校
勘
は
無
い
が
、

天
理
本
に
は
巻
末
に
校
語
が
あ
る
。

そ
の
こ
と

に
つ
い
て
本
書
の
校
記
で
は
次
の
よ
う
に
記
載
す
る
。

天
理
本
巻
後
校
一
按
英
集
作
「
没
一
謝
鑓
知
徐
挑
」
。
「
迭
」

作

「寄」
o

案
一
詩
末
句
「
離
鰐
莫
惜
更
留
連
」
、

一
作
「
寄
」
、

恐
非
。
十
一
巻
有
謝
判
官
幽
火
口
種
花
詩
、
又
、
答
謝
判
官
濁
遊

幽
谷
見
寄
、
即
績
也
。

天
理
本
に
見
ら
れ
る
巻
末
の
校
語
や
按
語
に
よ
り
、
謝
中
舎
は
謝

判
官
で
、
名
は
績
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
「
居

士
集
」
巻
五
十
「
青
州
求
晴
祭
丈
」
の
「
斯
民
之
苦
若
此
也
」
に
つ

い
て
、
本
書
で
は
校
記
で

「
「
苦
」
字
原
鉄
、

天
理
本
巻
後
校

「
『
之
」
字
下
有
『
苦
」
字
。
」
撮
補
」
と
し
て
天
理
本
に
基
づ
き
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「
苦
」
字
を
補
っ
て
い
る
。
確
か
に
こ
の
箇
所
は
、
底
本
で
は
本
丈

が
「
斯
民
之
若
此
也
」
で
、
そ
の
校
語
で
は
「
之
字
下
有
若
字
」
と

記
載
さ
れ
、
も
し
底
本
の
校
語
に
基
づ
き
本
文
を
補
う
と
「
斯
民
之

若
若
此
也
」
と
な
っ
て
し
ま
い
、
意
味
が
通
じ
な
い
こ
と
に
な
る
。

『
居
士
集
」
巻
四
十
の
「
唄
山
亭
記
」
に
つ
い
て
、
底
本
で
あ
る
四

部
叢
刊
本
で
は
「
元
凱
銘
功
於
一
石
、

一
置
抜
山
之
上
、

一
投
漢
水

之
淵
」
と
あ
る
が
、
天
理
本
で
は
「
一
石
」
が
「
二
石
」
と
な
っ
て

い
る
。
意
味
の
上
か
ら
考
え
る
と
天
理
本
の
方
が
適
切
で
あ
り
、
本

書
で
は
校
記
に
「
原
作
土
」
、
擦
天
理
本
改
」
と
す
る
。
こ
の
よ



う
に
、
随
所
に
天
理
本
を
校
勘
に
使
用
し
た
成
果
を
取
り
入
れ
て
い

る
の
が
本
書
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
。

さ
て
、
本
書
の
著
者
で
あ
る
洪
本
健
氏
は
一
九
四
五
年
一
拍
建
生
ま

れ
。
華
東
師
範
大
島
ナ
中
丈
系
修
士
課
程
を
修
了
し
た
後
、
華
東
師
範

大
島
ナ
で
教
鞭
を
執
り
、
そ
の
問
、
華
東
師
範
大
準
出
版
社
枇
長
、
丈

島
ナ
輿
雲
術
開
比
一
千
院
院
長
生
寸
を
陪
任
さ
れ
、
現
在
は
中
国
古
代
散
丈
島
ナ
舎

副
合
長
、
宋
代
丈
皐
随
一
子
合
理
事
や
欧
陽
修
附
晶
子
術
研
究
中
心
副
主
任
等

も
務
め
て
お
ら
れ
る
。
欧
陽
修
に
関
す
る
論
著
は
数
多
く
、
今
日
の

中
国
に
お
け
る
欧
陽
修
研
究
の
第
一
人
者
と
言
っ
て
よ
い
。
特
に
洪

本
健
氏
の
欧
陽
修
に
関
連
す
る
著
作
と
し
て
は

『
酔
翁
的
世
界
欧

陽
修
許
停
』
(
中
洲
古
籍
出
版
一
吐
、

一
九
九
O
年
)
、
『
宋
丈
六
大
家
活
動

編
年
」
(
華
東
師
範
大
墜
出
版
祉
、

『
欧
陽
修
資
料
葉

会
九
九
三
年
)
、

編
』
上
・
中
・
下
(
中
華
書
局
、

一
九
九
五
年
)
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
、
こ
れ
ら
の
著
作
は
い
ず
れ
も
今
回
の

『
欧
陽
修
詩
文
集
校
筆
』

編
纂
に
大
き
な
影
響
を
輿
え
て
い
る
。

」
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
欧
陽
修
研
究
の
状
況
を
簡
車
に
振
り
返
り
、

」
れ
ら
の
洪
本
健
氏
の
著
書
が
欧
陽
修
研
究
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を

占
め
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
欧
陽
修
研
究
に
お
い
て
、

書

評

そ
の
出
費
貼
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
欧
陽
修
の
様
々
な
方
面
の
功

績
を
、
初
め
て
杢
鯉
的
頑
貼
か
ら
考
察
し
た
劉
子
健
「
欧
陽
修
的
治

随
一
干
血
ハ
従
政
』
(
香
港
新
E
研
究
所
、

一
九
六
三
年
)
だ
と
言
え
よ
う
。
も

ち
ろ
ん
、
劉
氏
以
前
に
も
欧
陽
修
に
つ
い
て
の
研
究
は
な
さ
れ
て
お

り
、
た
と
え
ば
田
中
謙
二
「
欧
陽
修
の
詞
に
つ
い
て
」
(
『
東
方
皐
』

第
七
抜
、

一
九
五
三
年
)
、
超
貞
信
「
欧
陽
修
封
グ
経
由
晶
子
u

上
的
貢
献
」

(
『
文
史
哲
』

一
九
五
八
年
)
等
が
あ
る
が
、

い
ず
れ

一
九
五
八

も
欧
陽
修
の
随
一
干
術
の
一
側
面
を
切
り
取
っ
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
り
、

欧
陽
修
の
様
々
な
側
面
を
総
合
的
に
研
究
し
た
も
の
と
し
て
は
、

一一145一一

や

は
り
劉
氏
の
書
を
そ
の
第
一
に
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
劉

氏
の
著
書
は
、
上
編
と
下
編
に
分
け
ら
れ
、
上
編
で
は
欧
陽
修
の
皐

術
と
思
想
、
下
編
で
は
欧
陽
修
の
政
治
家
と
し
て
の
経
歴
と
業
績
が

論
述
さ
れ
て
い
る
。
欧
陽
修
の
研
究
史
に
お
い
て
、
劉
氏
に
よ
っ
て

初
め
て
欧
陽
修
の
諸
随
一
子
問
と
経
歴
が
総
合
的
に
考
察
さ
れ
た
と
言
つ

て
よ
い
。
同
書
は
、

一
九
六
七
年
に
英
文
に
よ
る

F
B
2
1「
円

「
E
ψ
O
N
h
iい
て
お
お

h
a
N
N
h
N
R
K
E
同

~
3
2忌
i
h
S
H
Rミ
同
町
ロ
ー
の
ロ
ミ
JNSSNhN

G
E巳
口
三
回

gHD三
d
E〈
2
ω
H
q
p
g
ω
)
と
し
て
一
部
改
訂
さ
れ

刊
行
さ
れ
て
い
る
。
劉
氏
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
た
、
欧
陽
修
の
撃
術
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と
経
一
燃
を
柚
総
合
的
に
考
察
し
よ
う
と
す
る
流
れ
は
、
そ
の
後
一
九
八

O
年
に
察
世
明
『
欧
陽
修
的
生
平
興
隆
一
子
術
」
(
蓋
湾
丈
史
哲
出
版
枇
)

に
受
け
継
が
れ
る
。
察
氏
も
上
編
と
下
編
と
に
分
け
、
上
編
の
タ
イ

ト
ル
は
「
欧
陽
修
的
生
平
」

下
編
は
「
欧
陽
修
的
向
学
術
」
と
し
て

欧
陽
修
の
皐
問
と
経
歴
と
を
結
び
つ
け
て
論
述
す
る
。

一
九
八
三
年

出
版
の
林
子
鈎
『
六
一
居
士
欧
陪
修
』
(
准
巌
出
版
剥
)
も
杢
睦
を

「
欧
陽
修
的
生
平
」
と
「
欧
陽
修
作
品
選
析
」
に
分
け
て
考
察
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
欧
陽
修
の
経
歴
と
向
学
術
を
結
び
つ
け
て
研
究
す
る

と
い
う
系
譜
に
属
す
る
の
が
、
洪
本
健
氏
が
一
九
九
O
年
に
刊
行
し

た

「
酔
翁
的
世
界
欧
陽
修
許
停
』

で
あ
る
。
該
書
は
全
瞳
を
十
九

章
に
分
け
、

一
章
l
十
五
章
に
お
い
て
欧
陽
修
の
経
歴
と
政
治
活
動

を
論
述
し
、
十
六
章
l
十
九
章
に
お
い
て
皐
術
面
を
考
察
す
る
。
特

に
十
六
、
十
七
章
の
散
丈
を
考
察
し
た
章
は
、
散
丈
の
句
式
、
用
語
、

構
成
等
の
特
色
を
種
々
の
観
貼
か
ら
分
析
し
た
も
の
で
、
印
象
批
評

的
色
彩
が
強
か
っ
た
そ
れ
ま
で
の
研
究
と
は
達
い
、
客
観
的
分
析
に

基
づ
い
た
考
察
で
あ
り
、
大
い
に
説
得
力
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
九
三
年
に
出
版
さ
れ
た
洪
本
健
氏
の

「
宋
丈
六
大
家
活
動
編

年
』
は
、
唐
宋
八
大
家
の
う
ち
の
宋
代
の
六
人
、
す
な
わ
ち
欧
陽
修

蘇
淘
、
曾
輩
、
王
安
石
、
蘇
職
、
蘇
轍
の
経
歴
と
詩
詞
丈
賦
の
創
作

活
動
状
況
を
編
年
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
欧
陽
修
が
生
ま
れ
た

0
0
七
年
か
ら
蘇
轍
が
亡
く
な
っ
た

一
一
一
年
ま
で
の
百
六
年
間

を
封
象
と
す
る
年
譜
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
六
人
の
そ
れ
ぞ
れ

の
年
譜
は
昔
時
す
で
に
幾
種
類
か
存
在
し
て
い
た
。
該
書
の
洪
本
健

氏
の
序
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
ば
挑
誼
「
南
豊
年
譜
』
、
楊
希
閑
『
曾

丈
定
公
年
譜
」
、
王
燦
錬
『
曾
南
豊
先
生
年
譜
」
、
周
明
泰
『
曾
子
固

年
譜
』
、
察
上
朔
「
王
刑
公
年
譜
考
略
』
、
顧
棟
高
『
王
刑
園
文
公
年

譜
』
、
王
宗
寝
『
東
坂
先
生
年
譜
」
、
停
藻
『
東
坂
紀
年
録
」
、
施
宿
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『
東
坂
先
生
年
譜
』
、
孫
汝
肝
『
蘇
穎
漬
年
表
』
、
曾
棄
荘
「
蘇
轍
年

譜
」
等
々
が
あ
げ
ら
れ
る
。
欧
陽
修
の
年
譜
に
つ
い
て
言
え
ば
、

『
宋
丈
六
大
家
活
動
編
年
』
出
版
以
前
に
は
、
周
必
大
ら
の
全
集
編

纂
時
に
作
成
さ
れ
た

『
雇
陵
欧
陽
丈
忠
公
年
譜
」
、
清
代
の
楊
希
閲

『
欧
陽
丈
忠
公
年
譜
』
、
同
じ
く
清
代
の
華
率
古
了
『
増
訂
欧
陽
丈
忠

公
年
譜
』

や
一
九
八

O
年
出
版
の
林
逸
「
宋
欧
陽
丈
忠
公
修
年
譜
』

(
車
亘
湾
商
務
印
書
館
)
佐
一
寸
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
洪
氏
は
欧
陽
修
間
早
濁

の
年
譜
作
成
を
目
指
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
洪
本
健

氏
は
該
書
の
序
で
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。



従
縦
向
来
看
、
六
家
置
身
丈
島
子
事
業
具
有
新
老
交
替
、
前
後
停

承
的
特
貼
、
・
:
:
:
:
就
横
向
而
言
、
六
家
不
僅
在
政
治
生
涯
和

丈
島
T

経
一
昨
方
面
互
有
闘
聯
、
而
且
他
何
眼
衆
多
的
丈
人
随
一
子
士
交

往
、
有
着
極
其
麿
汎
的
枇
命
日
闘
聯
。
我
的
脳
海
中
開
子
編
年
的

想
法
漸
漸
形
成
了
一
個
師
上
下
相
聯
、
又
左
右
貫
通
的
桓
架
。

「
宋
丈
六
大
家
活
動
編
年
』
は
宋
六
家
の
繋
が
り
を
縦
方
向
と
横

方
向
と
か
ら
捉
え
よ
う
と
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
該
主
日
に
よ
っ

て
宋
の
六
家
聞
の
縦
(
前
後
)
・
横
(
左
右
)
の
閲
連
が
明
ら
か
と
な

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
六
家
そ
れ
ぞ
れ
と
交
流
し
た
丈
人
達
の
繋
が
り

も
整
理
さ
れ
て
、
北
宋
中
後
期
の
百
有
飴
年
間
の
丈
島
ナ
創
作
や
文
人

間
の
影
響
闘
係
を
一
望
に
牧
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

洪
本
健
氏
の
目
指
し
た
「
上
下
相
聯
、
又
左
右
貫
通
的
桓
架
」
は
ま

さ
に
成
功
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、

一
九
九
五
年
に
洪
本
健
氏
は
中
華
書
局
よ
り
『
欧
陽
修

資
料
葉
編
』
上
・
中
・
下
を
刊
行
す
る
。
該
書
は
、
北
宋
中
期
か
ら

五
回
運
動
以
前
の
約
九
百
年
間
、
七
百
飴
種
の
書
物
に
散
見
す
る
欧

陽
修
に
関
連
す
る
資
料
を
網
羅
し
、
時
代
順
に
配
列
し
た
も
の
で
あ

書

評

る
。
今
日
、
欧
陽
修
研
究
に
お
い
て
極
め
て
利
用
慣
値
の
高
い
基
礎

的
資
料
集
だ
と
言
え
る
。

『
欧
陽
修
資
料
葉
編
』
に
引
用
さ
れ
た
丈
献
は
、
も
ち
ろ
ん
本
書

の
集
許
部
分
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
「
居
士
集
』

巻
二
「
水
谷
夜
行
寄
子
美
聖
食
」
詩
の
本
書
の
集
評
に
は
黄
震
『
黄

氏
日
捗
』
巻
六
十
一
を
引
い
て
、

「
微
風
動
涼
襟
、
暁
気
清
徐
睡
。
」
見
平
旦
気
象
、
極
工
。
此

詩
説
蘇
子
美
詩
雄
、
梅
聖
食
詩
清
。
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と
記
述
す
る
。
「
欧
陽
修
資
料
葉
編
」
の
黄
震
部
分
を
見
る
と
、
欧

陽
修
の
多
く
の
作
品
に
閲
す
る
黄
震
の
作
品
評
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
一
つ
が
こ
こ
に
本
書
の
集
評
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
『
欧
陽
修
資
料
葉
編
』

の
編
纂
作
業
を
経
た
洪
本
健

氏
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
集
許
は
的
を
射
た
も
の
で
あ
り
、
本
書
の
前

言
で
は
多
く
の
集
評
の
中
か
ら
精
選
し
た
こ
と
を
「
閲
於
集
評
、
抽
ね

的
原
則
是
精
選
」
と
記
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
『
醇
翁
的
世
界
欧

陽
修
許
停
』
第
十
八
章
「
影
響
一
代
風
気
的
欧
詩
」
に
お
い
て
欧
陽
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修
の
律
詩
に
つ
い
て
、

欧
陽
修
着
力
子
情
意
霊
活
白
如
的
行
設
、
即
使
是
律
詩
、
也
不

拘
泥
子
最
格
的
封
杖
。
『
韻
語
陽
秋
」
認
矯
グ
律
詩
中
間
釘
聯
，

雨
句
意
甚
遠
，
而
中
(
貫
潜
貫
者
，
最
矯
高
作
w

と
記
述
す
る
が
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
作
品
評
は
『
欧
陽
修
資
料
葉
編
」

の
葛
立
方
の
項
目
に
「
韻
語
陽
秋
』
巻
一
の
記
事
と
し
て
引
用
さ
れ
、

さ
ら
に
本
書
の

『
居
士
集
」
巻
十
三
「
迭
王
平
甫
下
第
」
詩
の
集
許

と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
書
の
集
許
部
分
は
、

洪
本
健
氏
の
先
行
の
著
書
の
成
果
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
が

窺
え
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
宋
代
、
特
に
南
宋
に
入
る
と
、
丈
人
の
詩
文
集
に
注

稗
が
施
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
た
と
え
ば
王
安
石
、
蘇
職
、
黄

庭
堅
、
陳
師
道
等
の
北
宋
の
丈
人
達
に
は
、
注
調
停
本
が
刊
行
さ
れ
た
。

し
か
し
、
欧
陽
修
に
つ
い
て
は
宋
代
に
注
稗
本
は
刊
行
さ
れ
る
こ
と

が
な
く
、
最
初
の
注
稗
本
と
言
え
る
の
は
、

一
九
五
八
年
に
黄
公
渚

が
詞
に
注
調
伴
を
つ
け
た

『
欧
陽
修
詞
選
語
』
(
作
家
出
版
枇
)
で
あ
り

そ
の
後
、
王
銭
「
欧
陽
修
詩
文
選
注
』
(
貴
州
人
民
出
版
祉
、

九
七

九
年
)
が
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
の
前
言
で
洪
本
健
氏
は
、
施
培
毅

『
欧
陽
修
詩
選
』
(
安
徽
人
民
出
版
壮
、

新
『
欧
陽
修
丈
選
」
(
人
民
文
学
出
版
壮
、 一
九
八
二
年
)
、
杜
維
沫
・
陳

一
九
八
二
年
)
、
陳
蒲
清

『
欧
陽
修
丈
選
誼
』
(
岳
麓
書
一
祉
、

一
九
八
四
年
)
、
陳
新
・
社
維
沫

『
欧
陽
修
選
集
』
(
上
海
古
籍
出
版
壮
、

一
九
八
六
年
)
、
陳
必
群
『
欧

陽
修
散
丈
選
集
』
(
上
海
士
円
籍
出
版
枇
・
三
聯
来
日
庖
〔
香
港
〕
有
限
公
司
、

一
九
九
七
年
)
、
王
秋
生
「
欧
陽
修
蘇
戟
頴
州
詩
詞
詳
注
輯
許
」
(
黄

山
書
刷
、
二
O
O
四
年
)
等
の
先
行
の
注
稗
本
を
あ
げ
「
這
些
選
本
都
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給
筆
者
提
供
了
有
盆
的
参
考
」
と
記
述
す
る
。
賓
際
に
筆
注
を
見
て

み
る
と
、
様
々
な
観
貼
か
ら
種
々
護
注
が
附
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
し

た
作
業
を
千
三
百
十
鈴
篇
行
っ
た
洪
本
健
氏
の
努
苦
は
稽
賛
に
値
す

る
。
筆
注
の
中
に
は
前
述
し
た
先
行
の
注
棒
本
の
成
果
を
う
ま
く
取

り
込
ん
で
い
る
箇
所
も
あ
る
が
、
た
だ
ど
の
注
稗
本
か
ら
引
用
し
た

の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
記
載
し
て
い
な
い
。
全
て
洪
氏
の
見

解
か
の
よ
う
な
誤
解
が
生
じ
る
の
で
、
こ
の
貼
に
つ
い
て
は
改
め
て

欲
し
い
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
、
先
行
の
注
緯
本
は
い
ず
れ
も
欧
陽
修

の
一
部
分
の
作
品
に
注
鐸
を
施
し
て
い
る
に
過
、
ぎ
ず
、
洪
本
健
氏
が



『
居
士
集
』
、
『
居
士
外
集
』
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
全
て
の
作
品
に
筆

注
を
施
し
た
と
い
う
功
績
は
大
い
に
評
慣
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
詩
文
の
繋
年
の
正
確
さ
も
本
書
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
。

欧
陽
修
の
詩
文
の
作
成
年
に
つ
い
て
は
、
南
宋
の
周
必
大
ら
が

陽
丈
忠
公
集
』
を
編
纂
し
た
際
に
、
目
次
の
題
下
に
書
き
つ
け
て
い

る
。
た
だ
、
周
必
大
ら
の
全
集
編
纂
は
、
欧
陽
修
が
亡
く
な
っ
て
す

で
に
百
年
以
上
経
っ
た
後
だ
っ
た
の
で
、
も
は
や
彼
ら
が
制
作
年
を

確
定
で
き
な
か
っ
た
作
品
も
あ
り
、
ま
た
彼
ら
が
確
定
し
た
制
作
年

に
誤
り
が
あ
る
可
能
性
も
拾
で
き
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
多
く
の

研
究
者
は
、
今
日
に
惇
わ
る
最
も
古
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
周
必
大
ら

の
「
欧
陽
丈
忠
公
集
』
に
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、

周
必
大
ら
の
確
定
し
た
制
作
年
を
疑
わ
ず
に
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
議

論
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
本
書
に
お
い
て
は
、
周
必
大
ら
の
確
定
し
た
制
作
年
の

誤
り
を
し
ば
し
ば
指
摘
し
、

さ
ら
に
は
周
必
大
ら
が
特
定
で
き
な

か
っ
た
制
作
年
を
確
定
さ
せ
た
作
品
も
数
多
い
。
周
必
大
ら
の
制
作

年
の
誤
り
を
指
摘
し
た
例
と
し
て
は
、
た
と
え
ば

九
「
原
弊
」
が
奉
げ
ら
れ
る
。
本
書
筆
注
で
は
「
題
注
「
康
定
元

『
居
士
外
集
』
巻

書

評

年
」
、
誤
、
昔
話
景
祐
三
年
(
一

O
三
六
)
作
」
と
記
述
す
る
。
そ
の

理
由
と
し
て
は
「
原
弊
」
の
丈
中
に
「
固
家
白
景
徳
罷
兵
、
三
十
三

歳
失
」
と
あ
り
、
景
徳
元
年
(
一

O
O
四
)
の
直
淵
の
盟
か
ら
一
一
一
十

欧

三
年
後
は
、
景
祐
三
年
(
一

O
三
六
)
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
傍
誼
と
し
て
、
「
原
弊
」

の
文
中
に
「
前
二
三
歳
、

連
遭
日
干
蛙
而
公
私
乏
食
」
と
い
う
記
遮
が
あ
り
、
こ
れ
は

『
績
資
治

通
鑑
長
編
』
巻
百
十
二
、
明
遁
二
年
(
一

O
三
三
)
に
日
照
り
と
い

な
ご
の
害
が
あ
っ
た
と
い
う
記
事
に
符
合
す
る
と
一
言
う
。
明
道
二
年

は
景
祐
三
年
の
三
年
前
で
あ
り
、
周
必
大
ら
が
推
定
し
た
制
作
年
で
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あ
る
康
定
元
年
(
一

O
四
O
)
の
二
、
三
年
前
に
は
日
照
り
ゃ
い
な

ご
の
害
は
な
か
っ
た
と
洪
氏
は
記
述
す
る
。
同
じ
く
「
居
士
外
集
』

巻
四
「
来
燕
堂
奥
超
叔
平
王
再
玉
王
原
叔
韓
子
華
聯
句
」
に
つ
い
て
、

本
書
筆
注
で
は
「
題
下
注
「
嘉
一
両
三
年
」
誤
」
と
し
て
、
作
成
年
を

「
首
矯
嘉
祐
二
年
(
一

O
五
七
)
作
」
と
す
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い

て
筆
注
で
は
、
王
沫
が
嘉
一
柿
二
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
嘉
一
桁

三
年
は
あ
り
え
な
い
と
し
て
「
詩
云
「
是
時
春
正
中
」
、
知
作
於
二

月
。
援
居
士
集
巻
二
二
翰
林
侍
謹
侍
講
亭
士
王
公
墓
誌
銘
、
王
沫

(
字
原
叔
)
卒
於
嘉
一
滴
二
年
九
月
、
畳
有
三
年
聯
句
之
事
」
と
記
連
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す
る
。
ま
た
、
周
必
大
ら
が
制
作
年
を
確
定
で
き
な
か
っ
た
『
居
士

外
集
」
巻
十
九
の
「
問
劉
原
甫
侍
謹
入
閣
儀
帖
」
に
つ
い
て
は
、
劉

倣
が
翰
林
侍
誼
向
学
士
に
な
っ
た
時
期
を
「
績
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
百

九
十
二
、
嘉
祐
五
年
九
月
の
記
事
で
確
認
し
て
、
さ
ら
に
劉
倣
の

「
劉
公
行
拭
」
や
溝
、
水
因
『
宋
稗
類
紗
』
の
記
事
を
考
え
合
わ
せ
て

作
成
年
を
嘉
結
五
年
と
特
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
書
で
は

周
必
大
ら
の
確
定
し
た
作
成
年
の
訂
正
や
、
彼
ら
が
特
定
で
き
な

か
っ
た
制
作
年
を
多
く
の
資
料
を
駆
使
し
て
確
定
さ
せ
て
い
る
。
こ

う
し
た
作
成
年
の
確
定
は
、
と
も
す
れ
ば
牽
強
付
舎
の
感
を
抱
か
せ

る
こ
と
も
あ
る
が
、
洪
本
健
氏
の
場
合
は
、
多
く
の
詮
擦
資
料
に
基

づ
い
た
確
定
で
あ
り
、
し
か
も
誼
擦
資
料
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、

無
理
に
制
作
年
を
確
定
し
よ
う
と
は
せ
ず
に
「
作
年
不
詳
」
と
記
述

す
る
こ
と
か
ら
も
、
洪
氏
の
制
作
年
確
定
の
賓
誼
的
態
度
が
見
て
取

れ
る
。と
こ
ろ
で
「
居
士
外
集
』
巻
一
の
「
答
楊
闘
喜
雨
長
句
」
詩
に
つ

い
て
、
本
書
の
筆
注
で
は
作
成
年
を
考
察
し
て
次
の
よ
う
に
記
述
す

る

此
詩
原
未
繋
年
、
置
天
聖
、
明
道
詩
問
。
慶
暦
三
年
、
欧
作
迭

楊
聞
秀
才
詩
云
「
五
日
奇
曾
生
者
、
始
得
之
太
亭
。
初
謂
濁
軒
然
、

生百
」烏

在而
識ー
曾顎
三W 0 

之 坪
後支
〉得

欧楊
静生判、

輩輩
在獣

署員
ZE角
斗十一牟 。
輩」
入可
太知
皐「
時得
、楊

慶
暦
二
年
(
一

O
四
二
)
楊
闘
来
京
麿
試
、
欧
首
於
此
時
識
之

而
作
此
詩
。

「
迭
楊
闘
秀
才
」
詩
に
基
づ
く
と
、
欧
陽
修
と
楊
闘
が
知
り
合
っ

た
の
は
、
欧
陽
修
が
曾
輩
と
知
り
合
っ
た
後
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

150 

欧
陽
修
が
命
日
輩
と
知
り
合
っ
た
の
は
慶
暦
元
年
三
O
四
一
)
な
の

で
、
こ
の
詩
は
そ
の
翌
年
、
慶
暦
二
年
の
作
で
あ
る
と
洪
本
健
氏
は

推
定
す
る
の
で
あ
る
。
宋
六
家
の
繋
が
り
を
編
年
に
ま
と
め
た
『
宋

丈
六
大
家
活
動
編
年
』
の
慶
暦
元
年
の
項
に
「
曾
輩
入
太
挙
、
奥
王

寅
亮
定
交
、
乃
館
子
其
家
。
上
主
日
欧
陽
修
、
井
献
雑
文
時
務
策
雨
編
。

修
見
曾
丈
而
奇
之
」
と
し
て
、
欧
陽
修
と
曾
輩
の
出
合
目
い
が
記
述
さ

れ
、
そ
こ
で
は
資
料
と
し
て
「
迭
楊
闇
秀
才
」
詩
や
曾
輩
の
「
上
欧

陽
挙
士
第
一
書
」
等
を
引
用
し
て
い
る
。
ま
さ
し
く
こ
れ
ら
の
考
察

結
果
に
基
づ
い
て
、
洪
本
健
氏
は
本
書
の
筆
注
の
中
で
「
答
楊
闇
喜



雨
長
句
」
詩
の
制
作
年
に
つ
い
て
記
述
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

」
の
よ
う
に
「
欧
陽
修
詩
文
集
校
峯
』
は
、
洪
本
健
氏
の
先
行
す

る
欧
陽
修
闘
連
の
著
作
|
|
『
酔
翁
的
世
界
欧
陽
修
許
停
」
、
『
宋

丈
六
大
家
活
動
編
年
』
、
「
欧
陽
修
資
料
葉
編
』

の
成
果
を
、
そ
の
筆

注
、
編
年
、
集
許
に
様
々
な
形
で
取
り
入
れ
存
分
に
生
か
し
て
い
る

の
が
わ
か
る
。
本
書
は
洪
本
健
氏
の
長
年
の
欧
陽
修
研
究
の
基
盤
の

上
に
立
つ
著
書
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
欧
陽
修
研
究
に
般
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
基
礎
的
書
籍
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
劉
子
健
氏
に
よ
っ
て
一
九
六
0
年
代
に
本
格
的
に
開
始
さ

れ
た
と
言
え
る
欧
陽
修
の
研
究
は
、
今
世
紀
に
入
っ
て
盆
々
進
展
し
、

欧
陽
修
生
誕
千
年
で
あ
る
二

O
O
七
年
八
月
に
は
、
欧
陽
修
の
故
郷

で
あ
る
江
西
省
の
吉
安
で
「
紀
念
欧
陽
修
誕
辰
一
千
周
年
国
際
的
晶
子
術

研
討
A
胃
」
が
奉
行
さ
れ
、
そ
の
成
果
が
『
欧
陽
修
研
究
』
(
随
一
下
林
山
版

社
、
二

O
O
八
年
)
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
該
書
に
は
欧
陽
修
に
闘

す
る
五
十
三
編
の
論
丈
が
牧
録
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
蓋
湾
で
も

0
0
七
年
九
月
に
牽
湾
大
撃
が
主
宰
し
て
「
紀
念
欧
陽
修
一
千
年
誕

辰
固
際
皐
術
研
討
舎
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
成
果
と
し
て
論
文
十
四

編
が
収
録
さ
れ
た

『
紀
念
欧
陽
修
一
千
年
誕
辰
国
際
皐
術
研
討
曾
論

書

評

丈
集
』
(
岡
立
官
官
旦
湾
大
挙
中
文
系
、
二

O
O
八
年
)
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ

の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
欧
陽
修
研
究
の
成
果
が
生
誕
千
年
を
契
機

と
し
て
、
次
々
に
護
表
さ
れ
、
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

今
世
紀
に
入
っ
て
欧
陽
修
全
集
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
の
も
、
欧

陽
修
研
究
が
活
況
を
呈
し
て
い
る
表
れ
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

0
0
一
年
に
は
李
逸
安
貼
校
『
欧
陽
修
全
集
』
(
全
六
班
、
中
華
書
局
)
、

二
O
O七
年
に
は
李
之
亮
筆
注
「
欧
陽
修
集
編
年
筆
注
』
(
全
八
冊
、

巴
局
書
世
)
、
そ
し
て
二

O
O九
年
に
は
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
欧
陽
修
を
研
究
す
る
際
の
基
礎
的
資
料
で
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あ
る
テ
キ
ス
ト
が
ほ
ぼ
完
備
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
欧
陽
修
研
究
の

環
境
は
以
前
よ
り
一
段
と
整
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
注

意
す
べ
き
は
、
李
逸
安
貼
校
『
欧
陽
修
全
集
」
は
校
勘
に
優
れ
て
い

る
が
底
本
の
選
揮
に
大
き
な
問
題
が
あ
り
、
李
之
亮
筆
注
「
欧
陽
修

集
編
年
筆
注
』
は
全
編
を
通
し
て
編
纂
が
杜
撰
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

③
 

マゐ。
従
っ
て
、
今
後
の
欧
陽
修
研
究
に
お
い
て
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は

本
書
を
使
用
す
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
、
本
書
は
『
居
士
集
』
五
十
巻
、

『
居
士
外
集
』
二
十
五
巻
部
分
の
作
品
を
封
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
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『
欧
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
巻
の
う
ち
、

「
居
士
集
』
、

「
居
士
外

集
」
以
外
の
残
り
の
七
十
八
巻
に
つ
い
て
は
未
収
録
で
あ
る
。
そ
こ

で
こ
れ
ら
七
十
八
巻
部
分
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
天
理
本
等
の
南
宋

本
は
簡
単
に
入
手
で
き
な
い
の
で
、
作
品
の
配
列
は
比
較
的
入
手
し

や
す
い
四
部
叢
刊
本
に
基
づ
き
、
校
勘
の
優
れ
て
い
る
李
逸
安
貼
校

『
欧
陽
修
全
集
」
を
適
宜
参
照
す
る
と
い
う
態
度
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

今
後
、
本
書
と
同
じ
方
針
で
残
り
の
七
十
八
巻
部
分
が
刊
行
さ
れ

た
な
ら
ば
、
そ
の
時
こ
そ
欧
陽
修
の
全
集
百
五
十
三
巻
の
盤
石
な
テ

キ
ス
ト
の
完
成
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
今
後
の
展
開
を
期
待
し
た
い
。

、王①
四
部
叢
刊
本
は
、
封
面
裏
に
「
上
海
福
茶
棲
景
印
元
刊
本
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
元
刊
本
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
賓
は

そ
れ
が
明
代
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
森
山
秀

二
「
元
刊
本
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
を
巡
っ
て
」
(
『
一
経
済
皐
季
報
』
五
十

一
巻
一
城
、
二

O
O
一
年
)
を
参
照
の
こ
と
。

②
拙
稿
「
天
理
本
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
に
つ
い
て
」
(
『
中
凶
丈
島
ナ
論

集
』
第
三
十
抜
、
二

O
O
一
年
)
参
照
。

③
李
漁
一
安
貼
校
『
欧
陽
修
全
集
』
、
本
ナ
之
し
口
先
時
受
注
『
欧
陽
修
集
編
年
実

注
』
の
特
色
等
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
近
年
間
版
の
一
一
一
種
の
欧
陽
修
全

集
に
つ
い
て
」
(
『
撤
檀
」
第
十
七
援
、
二

O
一
O
年
)
参
照
。

*
欧
陽
修
は
、
欧
陽
倫
と
も
表
記
さ
れ
る
が
、
論
述
の
都
合
上
、
本
稿
で

は
欧
陽
修
と
い
う
表
記
で
統
一
し
た
。

(
上
海
古
籍
出
版
祉
、
本
文
二

O
二
七
頁
、
二
O
O
九
年
八
月
版
)
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